
豊かな量感を育む学習活動を設定する 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○量感は，適切に計器を選択したり，目盛りの読み間違いを防いだりする際に必要にな

ります。豊かな量感を育てるために，計器を使わずに見当を付けたり，数値で表され

た量が，実際にどの程度の大きさになるのかを確かめたりできるような学習活動を設

定しましょう。 

○100ℊや1kℊなどの基準となる量が，どの程度の大きさなのか体感させましょう。そのこ

とで，基準となる量に照らして，測定する重さの見当を付けることができるようにな

ります。 

これってどれくらいの重さかな？ 

予想をしてから測ってみましょう。 

ちょうど 100 ℊだったよ。思ったよ

りも軽いな。 

いろいろな 1kℊ をつくってみま

しょう。 

ふくろに砂を入れてみよう。これ

くらいかな？ 

ペットボトルに水を入れたよ。1L く

らいで 1kℊになりそうだな。 
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◇重 さ：＜問題作成の意図＞ 

 測定の学習では，その量がどの程度の大きさであるか見当を付け，測定に用いる単位

や計器を適切に選択できるようにすることが大切です。また，直接測ることのできない

場合には，複数の事実や条件を基に，筋道立てて考え，結論を導き出すことが必要とな

ります。この問題は，重さについての単位と測定の意味を理解し，直接測ることのでき

ないものの重さの求め方について，筋道立てて考える力が身に付いているかをみるため

の問題として作成しました。 



直接測定できないものの求め方を考えさせる 

 

対象物に応じた適切な計器を選択させる 
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 小麦粉の重さ 

ボウルの重さが分かれば，小麦粉の重さが

分かるよ。 

そうか！１目盛りの大きさに注目すると，560 ℊまで測ることができるのは，○あのは

かりだね。 

これだと，ボウルの重さも入ってしまって，小麦粉の重さは分からないよ。 

小麦粉の重さを求めましょう。 

○対象物に応じた適切な計器を選択する前に，対象物の重さの見当付けをさせましょ

う。この活動によって重さについての量感が育ちます。 

○計器を選択させる際，児童は測定できる最大値に着目することが多いです。もちろん，

そのことも大切ですが，より正確に測定するためにはどの計器を用いることが適切か

ということについても考えさせましょう。その際，１目盛りが何ℊになるかに目を向

けさせることが大切です。 

○重さの測定を通して，量の保存性や加法性について気付かせましょう。そして，その

性質を生かし，直接測定できないものの重さのはかり方について考えさせましょう。 

○全体の重さから，一部の重さを引くことで，残りの重さを求めることができます。そ

のことを筋道立てて説明させましょう。児童の日常生活にできるだけ近い場面を設定

することで，児童は，重さの保存性や加法性を理解し，そのことを計算や筋道立てた

説明に生かすことができます。 

そうだね。全体の重さから，ボウルの重さ

を引けば，小麦粉の重さが分かるね。 

― 

＝ 小麦粉は，直接はかりにのせられないけど，

入れ物の重さが分かれば，計算で求めること

ができるということだね。 

このペットボトルは，どちらのはかり

を使って測ったのでしょうか。 

どちらのはかりを使っても，測れそうな

気がするけど。どっちかな？ 

       

１目盛りの大きさが何ℊかに注目するこ

とが大切なんだよね。 

       


